
                                                                                
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年２月１６日（火） 

東北文教大学付属幼稚園 

うみ組だより めばえ 
 

 年長組で本物の習字セットを準備し、小学生を先取りして習字体験をしました。「お姉ちゃんもやってたよ！」「お
ばあちゃんと一緒に少しだけやったことある！」と、家族と一緒に習字をしたことがある子どももいましたが、ほ
とんどの子ども達が初めての体験でした。“習字”という言葉を初めて聞く子どももいて、ドキドキワクワクの楽し
い時間になったようです。 

～園長先生から教えてもらいました～ 
 みんなで集まって、園長先生から習字のお話を聞きました。習字のセットに入っている物の名前を一つ一つ見な
がら教えてもらい、筆、墨汁、硯、文鎮、下敷き、半紙など、声に出しながら覚えました。園長先生がみんなの前
で、もうすぐ小学校に進学する子ども達に合わせて“一ねんせい”と今年度の年長組の合言葉である“えがお”の
文字を書いて見せてくれました。園長先生の文字を書く姿や達筆さに、子ども達だけでなく担任も釘付けでした。
自分の手を筆にして、園長先生と一緒に空中に文字を書く真似をしてみました。子ども達の気分はすっかり書道家 
でした。子ども達の真剣な表情から、“早く習字やりたい！”の気持ちが伝わってきました。 

～いざ！書き初めにチャレンジ～ 
洋服が汚れないように紺色のスモックを着て行いました。筆の持ち方が、鉛筆の持ち方と違うこと伝えると、「先

生、こう？」「こうでいいの？」と、担任に聞いては持ち替える姿が見られました。墨汁の匂いに、集中力が一気に
高まったようで、目つきがキリっと、そして背中をピーンと伸ばしていました。 
道具や気持ちの準備が整ったら、いざ！書き初めにチャレンジです。字を書く前に、一年生の“一”を書きまし

た。なかなか書き慣れない筆や墨に、首をかしげる姿や、力を入れすぎて半紙が破けてしまうこともありましたが、
３学期の合言葉である『全集中』で取り組んでいました。今年の目標を自分で考え、長い半紙に一文字一文字心を
込めて書きました。担任が軽く手を添えながら書いたところもありますが、最後まで一生懸命に書き上げました。
一人一人の味が溢れ出す書き初めとなり、見ているだけで子ども達の元気良さや“頑張るぞ！”のやる気が伝わっ
てきました。 

 

２月になり、子ども達は「ランドセル、届いたよ！」「今度、お母さんが小学校に行って、お話を聞いてくるんだ
って！」「小学校まで歩いてお散歩してきたよ！」などの話が聞こえてくるようになり、小学校への期待を膨らませ
ていることが伝わってきました。一方で、中には「幼稚園とお友達と夏也子先生とお別れするの嫌だ～！」「もっと
みんなで仲良く遊びたいよ～！」と、淋しさを感じる子どももいました。 
そこで、１日1日を大切にし、仲良く楽しく過ごしてほしいな…という願いを込めて、全員で『うみ組カウント

ダウンカレンダー』を作りました。完成したカウントダウンカレンダーは、２月１２日（金）に発動しました。 
１２日現在で、登園日は残り２６日。その次の日が修了式です。子ども達と過ごせる日も、残りわずかだと思うと、
今にも涙が溢れそうになります。「うみ組で良かった！」「うみ組で楽しかった！」「うみ組大好き！」という気持ち
で胸がいっぱいになるように過ごしていきます。 
 


